
－総務１－ 

 

 

 

 

 

県職員の確保に向けた取組みの強化 
 
 
１ 事 業 費  ２３，８５６（前年度 １６，７０９） 

【財源内訳】       【主な使途】 
一般財源 23,856   委託料 10,217 
          使用料  3,786 

    人件費  1,913 
 
２ 背景・事業目的 

全国的に人材の確保が困難となる中、本県においても職員採用試験の
受験者数が減少傾向にあるなど、職員の確保が喫緊の課題となっている。 

このため、職員採用試験の受験しやすい環境整備や県行政への理解促
進・就業意欲向上に向けた取組みを強化し、優秀な職員を安定的に確保
していく。 

 
３  事 業 概 要 

（１）職員採用試験の見直しによる受験しやすい環境整備（21,943 千円） 
・ 行政職の大学卒程度採用試験のうち、一部の試験区分について、

民間企業の採用で広く活用されているＳＰＩ(※)を第１次試験に導
入するとともに、全国の会場で受験できるよう見直しを行う。 

・ 技術職の大学卒程度採用試験に新たな試験区分を設け、ＳＰＩを
第１次試験に導入し、全国の会場での受験を可能とするほか、民間
企業とも併願しやすいよう他の試験区分よりも早く合格発表を実施
する。 
 

※ＳＰＩ：Synthetic Personality Inventory（総合適性検査） 

基礎的な知的能力を測定する試験。特別な試験対策が不要であり、民間企業の採用試験で広

く活用されている。 

新（２）長期インターンシップによる県行政の理解促進や就業意欲向上 
（1,913 千円） 

従来の１週間程度のインターンシップとは別に、大学に在籍中の
学生等を、県職員（会計年度任用職員）として４週間程度受け入れ、
実際に県の業務に従事できる長期インターンシップを実施する。 

 

所 属 人事委員会事務局職員課 総務部人事課 

係 名 任用係 内線 8113 企画調査係 内線 2251 

（款）２総務費（項）８人事委員会費（目）(1)人事委員会費 

（明細書事業名）○人事委員会費 

職員採用試験費 

（款）２総務費（項）１総務管理費  （目）(2)人事管理費 

（明細書事業名）○人事運営費 

人事運営費 



 

－総務２－ 

 

 

 
 
 

 新 総合庁舎等における電気自動車用充電設備の整備 
 
 
１ 事 業 費   １５，６２１（前年度 ０） 
         【財源内訳】     【主な使途】 

         一般財源  15,621   委託料  15,521 
 
２ 背景・事業目的 

「脱炭素社会ぎふ」の実現に向け、事業者としての県の取組みを定め
た「岐阜県温室効果ガス排出抑制率先実行計画」において、２０３０年
度までに、小型貨物車、バス、トラックを除いた公用車を順次、電気自
動車等に更新する方針を定めている。 

この方針に基づいて、電気自動車を配備する各総合庁舎及びＯＫＢ 
ふれあい会館において、充電設備の整備を進める。 

 
３ 事 業 概 要   

総合庁舎等電気自動車用充電設備の整備(15,621 千円) 
各総合庁舎及び県の現地機関が入居するＯＫＢふれあい会館の公用車

車庫に、電気自動車用の分電盤及び充電設備用の電源を整備するための
設計業務を行う（令和５年度に設計、令和６年度中に整備予定）。 

 
 ＜整備内容＞ 
  ・ 電気室から公用車車庫棟までの電気ケーブルの引き込み 
  ・ 公用車車庫に、電気自動車の配備数に応じて、分電盤・２００Ⅴ   

コンセントを設置 

 ＜参考＞総合庁舎等 電気自動車配備計画 

公用車の更新に合わせ、電気自動車（ＥＶ）及びプラグインハイブリット車

（ＰＨＶ）を２０３０年度までに次のとおり配備する。 

配備箇所 ＥＶ ＰＨＶ 配備箇所 ＥＶ ＰＨＶ 

西濃総合庁舎 ７台 １台 東濃西部総合庁舎 １０台 ３台 

揖斐総合庁舎 ５台 １台 恵那総合庁舎 ６台 ４台 

中濃総合庁舎 ８台 １台 飛騨総合庁舎 ４台 ７台 

郡上総合庁舎 ５台 ０台 下呂総合庁舎 ３台 ２台 

可茂総合庁舎 ７台 ５台 ＯＫＢふれあい会館 １４台 ２台 

１０施設合計 ６９台 ２６台 

 

所 属 総務部管財課 

係 名 修繕支援第二係 内線 2421 

（款）２総務費 （項）１総務管理費 （目）(8)庁舎管理費 

（明細書事業名）○総合庁舎管理費 総合庁舎修繕等工事費 


